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第1表　哺育室の日課 ○一授乳，◎一おむつ交換
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生活が身にっ言すぎて，多傘の時間のずれもゆるさない

のでとまどったという感想を述べているものがあった

が・この鳥哺育室で子どもの身についた生活のリズム

を積極的に利用して家庭での新しい生活に慣れさせてい

った②群の親との聞に大きな違いがあるといえる。子ど

ものペースを理解し，子どもを細かく見守りながらも生

活の主導権は親が握っているのセ転ければ，子どもの

「泣き」等に親がふりまわされたり，1ささいなことで親

の思い通りにならないと親と子の間比心理的な軋礫を生

じたりすることになりかねない。

　結局，親と子の関係は心理的に親が子どもをどう受け

入れようとしているかが大切で，寝室をどうとるかとか

どんなおもちゃを揃えるかといった物的条件は副次的な

意味しか持たないといえよう。

　以上述べて来たことをまとめてみると，どんな揚合で

も・人と人との関係に相互作用す都もゆとしてとらえら

れなけれぱならないが・①群の子ども達嫉特別な配慮を

しなくても子どもの方から新しい環境に慣れて行っせ，

親としても子どもの一挙手一投足に気を便わなくてもよ

く・大らか嫡持で子ども綬け入縄こ1とができたの

であろう。

　それに比尽て，③群の子どもは新しい環麗に敏感に反

応しそれを拒否するかのように，初めて自宅に帰 った時

第13集

大泣きをして，親達も子どもの泣き声に圧倒されてしま

って，何とか泣きやませたいと，あれこれ気を使った結

果，子どもにふりまわされてしまっていたということで

はなかろうか。

1親と子が仲よくなっていく過程において，もう少し親

としての主体性と積極性が発揮されてもよいのではなか

ろうか。

　②群の子ども達は，新しい環境に接して初めは少し泣

いていたが，そのうち泣きやんだというわけだ跡，これ

は新しい環境に出会った時の子どもの反応としてはごく

自然のものであると言えよう。この子ども達の親は， 三

群の中では最も積極的に，子どもを受け入れるための準

第8表哺育室殖対する親の要望
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普通食が食べられないr一人で手にもって食べられない　猫舌にな 0 3 、1

る

自宅のおふろ　便器になれない 0 3 0’
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第2図 探索・操作項目の通過率
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第3図社会性項目の通過率
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りたいξいう気持ちはだんだん月を追うごとに強くなっ

ているので壷1三4）点を活用して退院後の生活について母’

親を指導する場合特に注意をすれば自立させていくこと

は可能であると思われる。排漫行動は「おしっこをした

あ とでチ←チー‘といって知らせる』 「ウ・ンチ・をま ちがい

な く教える■は詳共に遅れている。哺育室では，原則と

して1日12回決められた時間におむつをとりかえ，11ケ
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月～12ケ月児については排泄の自立を促すよう日中 3回

便器に座わらせているが， この場合もその子どもの生活

のリズムに合わせているわけではなく，ある決まった時

に全員一斉に行なっているのである。排泄の自立の第一

歩としておむつをはずす訓練は， 18ケ月位から行なわれ

るのが一般的であるから，’哺育室在院中には行なわれな

いわけであるが，その子どもの生理にあわせて，子ども

の注意を喚起させながらのおむつ交換があまり行なわれ
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1う詫の他研蔽醜ナ財挿分奪赫』訪瀞、
ほ「ぐつを自分でぬぐ〕1 「く』つを自分そば紺∵といち生活

習伽自立もや鯉れ届る』』 騨ま鎚梗敷
’と・ど乏同磁ド哺育室右め扱富力あ影響を著え壕時れ醸な

脚鄭宛尚・擁轡でぎ姓活習轡沸
ズ瞳P後醗騨漏追跡の磯砺るる雛

乙ト』1

鯵
Y最後に理解箇言語につレ1、て策5麟；示したカ㌢特に言

語は哺育室児の場合を，そめ遅れが従来が ら問題老されて1

来た。、確かに“「二語を話す」iなど退院直後に検査された

即にういてぼ哺醒児確勘霊15ケ購点癖梶r
をひいている。第5図にも闘らかなように，18ヶ月を過

ぎる篭うからその遅れ瞳とりもどせていうみであるぎこ

れな←体どういう こどであろ1うか。E，H．レネバ」グ等

’幡よれぱ2，，1二「発話の能力およびこれに関連する書語習得

能力は生得的な生物存在的なスケジ・富［＞レに従6て発達

心，ドそ物臨界期は♪2歳～12歳であるδこの期間内であれ

ば5：』例え言語刺激の極端に不備な孤児院で生活した子ξ

もでも，その後充分に整備さ れた環境におかれれば，：1言

謡の遅れは・どりも：どせているし， 失語症にかかうた 2～

3歳の紳児は垢またゼ賓からやり直一して各発達段階を最

初かち再通遇するε反対にレ悪性の脳障害により聴ヵを

失らた幼児が生後満2年以前であれば，先天性ろう児と

全く同じ状態となり同じ甜1「練を受けなセナればならない

がジその障害が， ことばを話す経験を1年でも持ったの

ちに起ったのであれば， その言語訓練は前者に比べる

とザ 大変よい効果があちわれているぷ1さらにこあ年齢そ

紳嘩摩攣鎚擁油臨の雑’1り如こ吻
国の智語・を習律しき喧る多， ま為一 語め聴璽行動ぐ買語

の鱗と瞬締韓飾する誰語嘩とし筋醐
ほ重要セば誌るあt隈ら航た役割しか果せない。 づまりそ

れ貯軸綿し爾顧鷺津19漕語錬畔幽
せる鞭 鱒戦轡1懲⑫砕
鑑1熱得曲細轟謡愛諏従え
衛ヤ世め親はどんな親でも子どもに言譜を教えぽろ一ど意

識修忽接じζし隊》～ととし 』丈法め知識を特別に持たな廓

親の子ゼももrその国め言語の文法にかな1ろた醤棄を話す

ようになる・という礁実も納得できるしま按1診歳賓レ5う

のは今まで単語ぎけで意志を表明しズき牽子ども参まが

りなりに も構文の形をもつ2語文を話し始める時なので

あるが入・ 　． l　r・ 　　」’ 1ア1こヨ㌧1』・愚

　さて， 哺育室児は， 病院の中の哺育室と“う特殊条件

の下に茄そこで蘇龍は三交替で瀦湘轡
とんど出来ず単調な環境におかれだま｛まであるめでト傍』

育者達は子ども津にできるだけ多く声を寿）ける ぎうに努

力しているが・やはり轍が不胤ているζξ鱒輔 鷺
れザそれが12～15ケ月の時点での遅れ〆とゼしでお二らわれ1ン⊃’

ズいるものと思われる。、しかし， 哺育室児の在院は夢』生』

後ユ年間零あり，』これは発話に先立ち聴取す勤孝岬識取

集師なう時期砺り・．・ヒ祈ダ鋤瀧鮪晦鋤．．、
薩するr・箱のこ教であるから・・そ鍛殖騨激夢

髄であれば，・1歳時点で曙語の遅れ々ゆちφ痴ぎ
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で影響を及ぽすことを心配するのは根拠のないこととい

うことになる。現実に18ケ月あたりからその遅れを取り

戻していることをみれぱうなずける乙顎

　もし閏題にすべき点があるとすれば，それは言語その

ものよりも，「自分の名前を呼ばれると『ハイ』と返夢・．

をする』「名前をきくと姓と名を笥」・という蓼目に・

2エ～24ケ月時点でやや脚がみら移ように・舗に伴

う社会性では夢茄か・ 郷碓会性り琴ろで述べ
たように「子どもの中に入っている1ξII蘇とりできげん

よく遊ぶ。」f欲しいものがあっても1言いきかせればがま

んする」こと等はすぐれていても，「遊び友だちの名前

を言う」ことや「年下の子どもの推話をやきたが弓』こ

とのよ・粥 叫切騨交桝糟欝麟融う
だ。

　以上述べて来た吾とから，哺育室での保育嫉，運動面

では問題はないが1できるだけ子ども対保育者の関係を

一対一の個人の関係宇もって行き，ことばか励も含めて

保育者は食瑛や排泄の習彼の自立を目指して子どもに接

する こ、とダ．母親に対する退院揖導は病隣零の集邸保育で

その子ξもに欠けた点があればそれを明確㌍して，渾院

後噂そ衆蓼締うぷうなつまり個性琴為っ鳶存ズ亥をする

よ う指導する；．ζが必要かと思物れ揖F，

、尚，（1）の項雪述でたよう鱒①群～¢群呼属する子ごも

達Φ際特別燐達の牽はみられ妙・逸力1・．この埠跡

調査でも同様であっ拳？．

　（3）3歳以降の発達状況についての検討

、哺育蜜を退院後，r愛育病院保健指導部で健康相談を定

期的に受け ているものは！6名のみであり，その結果を第

9表にあ らわし， 津守隻稲毛式乳幼児精神発達診断法の

中に同種頚の項 目と比較してみた6この診断法において

ぱ通過率60％のものをその綜当年齢としている。例数が

少ないので・r数量的な比較にできないが，表中のゴヂッ

ク体であらわした事例はやや遅れていると考えて差支え

なかろう。 健康相談に従礁している保健指導部の保健婦

もf 1、哺奮室児はr般に生活習慣の自立がおそいようだと

いう印象を持って野る≧のことであった。文字を読んだ

り轡いたりす為能力は，．言葉を語す能力とは別なもので

ある辺が∫ 標準以上の読むカ， 書く力を発揮している対

象児達であるから，’標準の生活習慣を身につける’こと

が，．餌力以上の、こ1とを要求していることにはならないと

思う。 生活習慣の自立は退院後どんな育てられ方をする

かが，、その成立に大き く影響するが，今回追跡調査でき

た審例は， 表中の⑭の場合く保育園へ通い祖母が主に育

てている）を除《と，・全員母親が自宅宅育てているので

あるか ら，母親がその気になればしづける’ことはでき る

はずである。社会性については，特に表にはあらわさな

かったが，全例が友だちとは仲よく遊び，大人との関係

もよく，困っているものはなく，どの事例においても，

母子が一年間離れていたためにその後の母子関係を樹立

させることができず，母子共に長期的嶽障害を幾したと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…いうものは皆無であった。今後，子ども達の性格に変化

』』があらわれたかどうか，及び母子関係等にづい丈もさら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨに調翻郷て徳たい・尚・、この6名をφ頒で述べ

たグルーブ分とすると①群1名， ②群3名， ③群2名で
あった。

Vlまとめ

愛育病騨育室噂御年の聞に財月場弊院して

いた29名の乳児を対象に発達状況の追跡調査を行なっ

た。退院して自宅琴帰り，新㌧い環境に慣れるようすに

従って，子ども達を3つのグループに分類することがで

きた。①在院中と肇わらぬようすであったもの，②少し

泣いたが，そのうち泣きやんだもの，③大泣きをして困

ったもの，の3グルーブである。これらの子どもの態度

にタって牽入れ側の親の態度もいろいろでうっき。 ①の

グタープの親子が一番スムーズに受入れが でき・ 愈のグ

ノヒープの親子グ最も大変だっ準ので毒る。一峯て㍗この対

象卑達が退院後1年闘にどんな発達を示すかを， 』1津守、。

稲毛式乳幼児精神発達法の中 より項目をえらんで埠跨調

葺を行なっ たところ，当初心配された言語ρお くれに生．

後18ケ月あたりから次第に標準の通過率に追いつき，．追

い越していて，特に問題はな・かったわこれは，E＞H軌レ

ネバーグ等の誓語習得能力生得説による，二、その』臨一界期

（2歳～12歳）に到達する以前のことであるから， 今回

の調査の結果はこの説に従えば当然であるとい うこと．に

なる。、

　今回の調査結果から，哺育室児はことばの発達の遅れ

よりも生活習蟹の自立の遅れを問題にすべきである．とい

うことがわかった。これは，哺育室での子ど、もの扱髪 ・．をr

集団 として管理することから，各々㊨個人差というもの

を面会に来る両親と共に考え，その子の発逮を促進する

保育を実施して行き，退院後もその姿勢が保たれるよう

な指導がなされることが望まれる。1

　6例のみにっいては，3歳から5歳に至るまで生活習

慣等について保健指導部のカルテにより追跡できた力輸

やはり排泄・食瑛の自立は遅れている傾向があったる∵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　1v　
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、　　■　　　　　　　　　　　　　　　ド　　r　1U

　』　　》　　　

　〆　　■

∫ン

　　　　’　　
　　

〆　　　　

， ；、・ 』・

ト　　　r　、

1
4　』 自分でパソヅをど 』　　 　｝　一

r　　　へ
一　＝　．、　〆　　．

”　 ■　一

．r
俳

’　　「　F って周を足す
（

泄

哺　育

おしづ1この前に

える（2歳8
月）

■④日中は1人でお

しっこをする，、・，

夜は自分でおき
る時とデ失敗し
て泣いて教える　眺飛蓋ス　’食當

⑪日中は一人でお　乏しっ1こをする

（3歳βケ月）

　　　　　　ビ　　F　

◎一人でおしづこ
ができ

r　

rア嘔』 ’』■■』

、　

④大便のあと始末
は一応できるが
親が点検する
”（5歳2ケ月）

ひとりでできる泄育

室

児

　時がある（3歳
　2ケ月）
⑬おしめを占う窯・．、．
〆：漁卸・、、

便，霧誉談欝r
，ζ

　　（3歳2ケ月〉｝　　　　．
、

．る（4歳）

誕

　　　r・＼＼ 「　　　　F・さ！
＝ン

・／ 』　　　＾、 ㌦　　　　　　　＼ 丸’・　　　、㌧ 、、

■、　1　　　　　■■「　1 　　　　　　　　一　一つ『 「　 　、　、「 、＝r覧

　　　　　　　　・こ‘
と、、、

　　　　　、　■
！、

r” 　　　■

衣

標衣服の脱藩をぴ とひ・むの結ぴ目をほ二

　 りでレな芦撫ぺ碁どいて養簗なギ奪
P準』　　　　　　ぬぐ

服
◎パンヅくつ下を④気が向くと着脱

　　脱ぐ
・哺

の
　　育

着室

　 児
』』

　をするが∫甘え
　てくる

⑧ボタソをはずし
　てやれば，シャ
　ツは脱げる‘、

⑪ボタソのないセ
　ーター，ソック
　ス，バソツを脱
　ぐ
③ぬげる

　　．前のボタ．ンをひどヤ貯　　 に

1マ　槍雪、1ま軌ゑ獣1♪諜・・で
」、冨、

上衣をびど咳で着
る

④やればできるが⑭脱着を、している
・忙がしいので犬　・（4歳8ケ月ン

　人が藩せる』
≧

　（4歳Lケ月）、

◎後あぎの服以外
　は層脱でき、るi、．

　標食

事準

の二

食事がすむと「ゴほとんどこぽさな
　チソウサマ」といでひとりで食べ
　いう　　　　られる

　　　　　　　はしを使らてじ よrr

　　　　　　　うずに食礁をする

食卓でほとんどお
．となの世話になら
ないで食べる

1，斥

の、一

方法

　◎はしを使う哺育室児二

④はしを使う

にぎりばし，ス、
プーン，』手づか

みで自分で食べ
る

⑪自分で食べる ④食べものにあわ　せて，フォーク

スプーンを使う

はしで食べる
（4歳）

④はしが中心だが
まだ下手である
（5歳2ケ月）

ひとりで食ぺち
れる

と

標

ば準

自分の名まえを入ボク，ワタシなど
れて話をする　　 という

　　　　　　　1つもっていて
　　　　　　　「もうひとつをち
　　　　　　　ょうだレ、」とレ、う

　　　　　　　名前を呼ばれると
　　　　　　　返躯をする
　　　　　　　他の子に○○しょ
　　　　　　　うかとさそいかけ
　　　　　　　る

きいていた話がと
ぎれそう になると
さいそくする

自分が使いたいも
のを友だちが使っ
ている時かしてと
いう

絵本をみながち子
ども同士いろいろ
のこと を話しあう

経験したことを他いろいろの曜日の
の子に話す　　　あることを知って
　　　　　　　いる
　　　　　　　自分の名前をよむ
　　　　　　　テレビでみたこと
　　　　　　　を話題にして友だ
　　　　　　　ち同士で話をする

　　　　　　　まちがえる と消し

　　　　　　　ゴムを使ってなお
　　　　　　　す

わからない字があ
るとおとなにき・く、ド

数字をひろいよ み一

する

自分の名前をひら
がなでかく

謬鷺鷺雛

一81》一
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哺

育

室

児

◎何でもよくしゃ
べる

みききしたことを 他の子の遊びに加 rた」のつく語rか」
母親や先生に話す わるときいれてと のつく語などと考

いう える

自分の家の住所番
地を正しくいう

子どもがるたをほ
とんどとる

④家の中でよくし
　ゃべるが，外で
　は下を向いてい
　る

⑧よく話す

◎自由に話すがサ
　行が言いにくそ
　う

⑬何でもよく話す

④ひらがなを読む
　数のたし算・もわ
　かる

◎ひらがな15位よ
　む　10位まで数
　える

◎ひらがな全部よ
　む　名前かく
　100まで数える

④ひらがな全部よ
　み，ひらがなを
　かく　友人の電
　話番号をかく

⑪ひらがな全部よ
　みかく　日，人，
　川を読む　100
　まで数える
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